昭和 九 年 三月 二十 一日の 函 館の 大火 は、 その 日の 午 

後 六 時から 翌朝の 七 時まで 燃え つづけて、 焼失 家屋 一 一 

万 四千 戸、 死傷者 三千 人 を 出した が、 その 時 火に 追わ 

れた巿 民 は、 猛火の 中 をく ぐって 安全な 場所から 場所 

へと 〔# 「場所へ と」 は 底本で は 「場 戸へ と 匕 逃げ 廻った。 

しかし、 風速 三十 メ— トルの 烈風に 煽られた 猛火の 中 

では、 どうす る こと もで きなかった。 

山から 海へ、 避難民 は 続々 としてお しかけた が、 そ 

あるい 

こで もまた 猛火に 包まれて 焼死す る 者、 或は 海に 入つ 

できし 

て 溺死す る 者な ど、 その 惨状 は 全く 眼の あてられない 

ものが あった。 



ま *T 

そのうち でも 最も 烈しかった の は、 函館巿 の 東南に 

なった 大森 浜であった。 従って ここに は、 多くの 哀話 

き み 

とともに 鬼 魅 悪い 話が 残って いる。 

深夜の 海岸に は、 どこから ともなく むせぶ ような、 

ひとだま 

泣く ような 声が 聞え て 来る。 青い 鬼火が、 そこに もこ 

いきおい 

こに も ふわ ふわと 浮んで、 それが 烈しい 勢 で 町の 方 

に 飛んだり、 焼け残った 樹木の 枝 や 電柱に あたって ば 

らばら とく だけた。 

警官の 一 人が 巡 廻して いると、 眼の 前へ 髪 を ふり 乱 

あかん ぼ 

した 女が 出て 来たが、 その 女 は 生れて まもない 嬰児 を 

ひ あおじろ 

負い、 両手に 幼い 小 供の 手を曳 いていた。 女 は 蒼白い 



「さあ、 車 だ」 

それと ともに 女 をつ かまえよう とすると、 女の 姿 は 

©1 のように 海の ほう へ 消えて 往 つ た。 
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